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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自端末にデータを入力する入力手段と、
　予め複数の位置を各々示す複数の位置情報と、前記複数の位置情報とは異なる複数のデ
ータであって、前記入力手段により入力されたデータとを記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に予め記憶された複数の位置情報の中から１の位置情報を選択するように
促す通知を行う位置情報選択要求手段と、
　前記記憶手段に予め記憶された複数のデータの中から１のデータを選択するように促す
通知を行うデータ選択要求手段と、
　位置情報を受信する受信手段と、
　前記データ選択要求手段の通知に応じてユーザにより選択された１のデータを、前記位
置情報選択要求手段の通知に応じてユーザにより選択された１の位置情報と対応付けて前
記記憶手段に格納するとともに、前記受信手段によって直前に受信された位置情報と異な
る位置情報が新たに受信されたとき、前記記憶手段に記憶されている前記データの中から
当該新たに受信された位置情報に対応付けて記憶されているデータを抽出するデータ処理
手段と、
　前記データ処理手段により抽出されたデータに対応する情報をユーザに通知する情報通
知手段と
　を備えることを特徴とする携帯型情報端末。
【請求項２】
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　前記入力手段は、収集した音声を音声データとして自端末に入力するマイク、撮影した
画像を画像データとして自端末に入力するカメラ、又は、ユーザにより入力された文字を
文字データとして自端末に入力する文字データ入力手段である
　ことを特徴とする請求項１記載の携帯型情報端末。
【請求項３】
　予め複数の位置を各々示す複数の位置情報と、携帯型情報端末が備える入力手段により
当該携帯型情報端末に入力され、前記複数の位置情報とは異なる複数のデータとを記憶手
段に記憶する過程と、
　前記記憶手段に予め記憶された複数の位置情報の中から１の位置情報を選択するように
促す通知を行う位置情報選択要求過程と、
　前記記憶手段に予め記憶された複数のデータの中から１のデータを選択するように促す
通知を行うデータ選択要求過程と、
　位置情報を受信する受信過程と、
　前記データ選択要求過程における通知に応じてユーザにより選択された１のデータを、
前記位置情報選択要求過程における通知に応じてユーザにより選択された１の位置情報と
対応付けて前記記憶手段に格納するとともに、前記受信過程において直前に受信された位
置情報と異なる位置情報が新たに受信されたとき、前記記憶手段に記憶されている前記デ
ータの中から当該新たに受信された位置情報に対応付けて記憶されているデータを抽出す
るデータ処理過程と、
　前記データ処理過程において抽出されたデータに対応する情報をユーザに通知する情報
通知過程と
　を備えることを特徴とする携帯型情報端末の制御方法。
【請求項４】
　予め複数の位置を各々示す複数の位置情報と、携帯型情報端末が備える入力手段により
当該携帯型情報端末に入力され、前記複数の位置情報とは異なる複数のデータとを記憶す
る記憶手段を備えるコンピュータに、
　前記記憶手段に予め記憶された複数の位置情報の中から１の位置情報を選択するように
促す通知を行う処理と、
　前記記憶手段に予め記憶された複数のデータの中から１のデータを選択するように促す
通知を行う処理と、
　位置情報を受信する処理と、
　前記データを選択するように促す通知に応じてユーザにより選択された１のデータを、
前記位置情報を選択するように促す通知に応じてユーザにより選択された１の位置情報と
対応付けて前記記憶手段に格納するとともに、直前に受信した位置情報と異なる位置情報
を新たに受信したとき、前記記憶手段に記憶されている前記データの中から当該新たに受
信した位置情報に対応付けて記憶されているデータを抽出する処理と、
　抽出したデータに対応する情報をユーザに通知する処理と
　を実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、携帯型情報端末、その制御方法およびプログラムに係り、特に、位置情報を
受信可能な携帯型情報端末の技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】
携帯型情報端末である携帯電話機や簡易型携帯電話機などの移動通信端末は、通信を行う
場所が定まっていないため、移動通信端末が現在どの交換機に属しているのかを認識して
いなければ、移動通信端末を呼び出すことができない。それ故、移動通信網の内部では、
移動通信端末が属している基地局の基地局コードを移動通信端末が存在する位置情報とし
て管理している。一方、移動通信端末においては、移動通信網の内部で管理されている最
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新の位置情報のみを記録している。したがって、このような移動通信端末においては、移
動した位置情報の履歴を知ることができなかった。
そして、この問題を解決するために、特開平８－６５７３６号公報には、複数の位置情報
を移動履歴として記録し、記録した位置情報を表示することができる携帯電話に関する発
明が開示されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上述した発明においては、携帯電話が属する基地局が変わるたびに位置情
報が記録されてしまうため、ユーザーが記録したくない場所においても位置情報が記録さ
れてしまうという問題がある。
また、基地局を移動しなければ、新たな位置情報が記録されないため、同じ基地局内に滞
在する場合には、他の基地局に移動するまでは新たな位置情報を記録することができない
という問題がある。
また、記録した位置情報の利用については、位置情報を表示して確認すること以外には何
も開示されていない。
【０００４】
そこで、本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、ユーザが自発的に位置情
報を記録することができ、記録した位置情報を有効に利用することができる携帯型情報端
末、その制御方法、記録媒体およびプログラムを提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　上述した課題を解決するために、本発明に係る携帯型情報端末は、自端末にデータを入
力する入力手段と、予め複数の位置を各々示す複数の位置情報と、前記複数の位置情報と
は異なる複数のデータであって、前記入力手段により入力されたデータとを記憶する記憶
手段と、前記記憶手段に予め記憶された複数の位置情報の中から１の位置情報を選択する
ように促す通知を行う位置情報選択要求手段と、前記記憶手段に予め記憶された複数のデ
ータの中から１のデータを選択するように促す通知を行うデータ選択要求手段と、位置情
報を受信する受信手段と、前記データ選択要求手段の通知に応じてユーザにより選択され
た１のデータを、前記位置情報選択要求手段の通知に応じてユーザにより選択された１の
位置情報と対応付けて前記記憶手段に格納するとともに、前記受信手段によって直前に受
信された位置情報と異なる位置情報が新たに受信されたとき、前記記憶手段に記憶されて
いる前記データの中から当該新たに受信された位置情報に対応付けて記憶されているデー
タを抽出するデータ処理手段と、前記データ処理手段により抽出されたデータに対応する
情報をユーザに通知する情報通知手段とを備えることを特徴としている。
　この構成によると、選択された位置情報と各種のデータとが関連づけられて記憶される
ため、上記各種のデータに対して任意の位置情報を関連して記憶させることが可能になる
。
【０００８】
　また、本発明に係る携帯型情報端末の制御方法は、予め複数の位置を各々示す複数の位
置情報と、携帯型情報端末が備える入力手段により当該携帯型情報端末に入力され、前記
複数の位置情報とは異なる複数のデータとを記憶手段に記憶する過程と、前記記憶手段に
予め記憶された複数の位置情報の中から１の位置情報を選択するように促す通知を行う位
置情報選択要求過程と、前記記憶手段に予め記憶された複数のデータの中から１のデータ
を選択するように促す通知を行うデータ選択要求過程と、位置情報を受信する受信過程と
、前記データ選択要求過程における通知に応じてユーザにより選択された１のデータを、
前記位置情報選択要求過程における通知に応じてユーザにより選択された１の位置情報と
対応付けて前記記憶手段に格納するとともに、前記受信過程において直前に受信された位
置情報と異なる位置情報が新たに受信されたとき、前記記憶手段に記憶されている前記デ
ータの中から当該新たに受信された位置情報に対応付けて記憶されているデータを抽出す
るデータ処理過程と、前記データ処理過程において抽出されたデータに対応する情報をユ
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ーザに通知する情報通知過程とを備えることを特徴としている。
【００１１】
　また、本発明に係る携帯型情報端末のプログラムは、予め複数の位置を各々示す複数の
位置情報と、携帯型情報端末が備える入力手段により当該携帯型情報端末に入力され、前
記複数の位置情報とは異なる複数のデータとを記憶する記憶手段を備えるコンピュータに
、
　前記記憶手段に予め記憶された複数の位置情報の中から１の位置情報を選択するように
促す通知を行う処理と、前記記憶手段に予め記憶された複数のデータの中から１のデータ
を選択するように促す通知を行う処理と、位置情報を受信する処理と、前記データを選択
するように促す通知に応じてユーザにより選択された１のデータを、前記位置情報を選択
するように促す通知に応じてユーザにより選択された１の位置情報と対応付けて前記記憶
手段に格納するとともに、直前に受信した位置情報と異なる位置情報を新たに受信したと
き、前記記憶手段に記憶されている前記データの中から当該新たに受信した位置情報に対
応付けて記憶されているデータを抽出する処理と、抽出したデータに対応する情報をユー
ザに通知する処理とを実行させることを特徴としている。
【００１７】
【発明の実施の形態】
次に、図面を参照して本発明の好適な実施形態について説明する。かかる実施形態は本発
明の一態様を示すものであり、この発明を限定するものではない。また、本発明は、その
技術的思想の範囲内で任意に変更が可能である。
［１］　実施形態の構成
図１に、本発明の実施形態に係る携帯電話機１の概要構成を示す。
本実施形態においては、位置情報として、携帯電話機の通信を中継している基地局から当
該基地局の基地局コードＢＳＣが移動通信網から携帯電話機に送信されるようになってお
り、位置情報受信部１１は、移動通信網から送信される基地局コードＢＳＣをアンテナ１
０を介して受信する。位置情報ファイル１２は、位置情報受信部１１により受信された基
地局コードＢＳＣを記憶する。
【００１８】
マイク１３は、収集した音声を音声データとして出力し、ＣＣＤカメラ１４は、撮影した
画像を画像データとして出力する。キー入力部１５は、押下されたキーに対応する文字デ
ータ（数字・記号を含む）を出力する。タイマー１６は、設定された時刻になった場合に
、その旨を示す告知信号Ｓａを出力する。時計２３は、現在の年月日および時刻を計時し
、年月日および時刻を示す現在時刻情報Ｓｂを出力する。２１は、液晶画面２１であり、
２２は、スピーカーである。
２４は操作部であり、ユーザにより録音、撮影、文書登録などの各種操作がなされる。操
作部２４は、ユーザの操作に対応した信号を出力し、データ処理部１７に供給する。
【００１９】
データ情報ファイル１８には、操作部２４でなされた各種操作に応じてマイク１３から出
力された音声データ（オーディオ領域のデータ。以下同様とする。）、ＣＣＤカメラ１４
から出力された画像データ、あるいはキー入力部１５から出力された文字データ（以下、
これらのデータを総称してユーザ入力データという。）が、データ処理部１７の制御のも
とに記憶される。
【００２０】
データ情報ファイル１８は、ユーザ入力データに関連する情報を記憶する。データ情報フ
ァイル１８のファイル構成を図２を参照して説明する。
まず、位置情報エリア１８１には、ユーザ入力データが生成された時点で位置情報ファイ
ル１８に記憶されている基地局コードＢＳＣが格納される。ここで、ユーザ入力データが
生成された時点とは、例えば、処理対象が音声データである場合には、音声がマイク１３
により録音された時点であり、処理対象が画像データである場合には、被写体がＣＣＤカ
メラ１４により撮影された時点であり、処理対象が文字データである場合には、文字がキ
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ー入力部１５から入力され登録が確定された時点である。
【００２１】
時刻情報エリア１８２には、ユーザ入力データが生成された時点において時計部２３で計
時されている年月日及び時刻に対応するデータが格納される。
データ名エリア１８３には、ユーザ入力データを識別するためのデータ名が格納される。
データ処理フラグエリア１８４には、ユーザ入力データが生成された時点で後述するデー
タ処理フラグ設定部２０において設定されているデータ処理フラグが格納される。
【００２２】
データ処理部１７は、位置情報受信部１１により受信された基地局コードＢＳＣに基づい
て、データ情報ファイル１８を検索し、この基地局コードＢＳＣに対応して記憶されてい
るユーザ入力データを抽出し、そのユーザ入力データに対応した処理を行う。ここで、デ
ータに対応した処理とは、例えば、抽出したユーザ入力データが音声データである場合に
は、その音声データを再生してスピーカー２２から出力させ、抽出したデータが画像デー
タである場合には、その画像データを液晶画面２１に表示させる。ユーザは、液晶画面２
１に表示された画像、あるいはスピーカー２２から出力された音声により抽出されたデー
タの内容を認識することができる。
データ処理部１７は、タイマー１６から告知信号Ｓａを受信した場合には、この告知信号
Ｓａを受信した時点で位置情報ファイル１２に記憶されている基地局コードＢＳＣと時計
部２４で計時されている現在時刻情報Ｓｂとを対応付けてデータ情報ファイル１８に記憶
させる。
【００２３】
データ処理フラグ設定部２０は、位置情報ファイル１８に記憶されているユーザ入力デー
タを利用するか否かを指示するためのデータ処理フラグを設定する。データ処理フラグが
ＯＮに設定されている場合には、ユーザ入力データを受信した位置情報に連動させて利用
することを示す。一方、データ処理フラグがＯＦＦに設定されている場合には、ユーザ入
力データを受信した位置情報に連動させて利用しないことを示す。
【００２４】
位置情報記録フラグ設定部１９は、データ情報ファイル１８にユーザ入力データが登録さ
れる際に、ユーザ入力データに対応させて基地局コードＢＳＣを記憶するか否かを示すフ
ラグを設定する。位置情報記録フラグがＯＮに設定されている場合には、基地局コードＢ
ＳＣをユーザ入力データに対応させて記録することを示す。一方、位置情報記録フラグが
ＯＦＦに設定されている場合には、基地局コードＢＳＣを記録しないことを示す。
【００２５】
［２］　実施形態の動作
［２．１］　位置情報の取得動作
図３を参照して、本実施形態に係る携帯電話機１において位置情報が取得される際の動作
例を説明する。
まず、位置情報受信部１１は、移動通信網から、携帯電話機１が現在属している基地局に
対応した基地局コードＢＳＣを位置情報として受信する（ステップＳ１）。
データ処理部１７は、位置情報受信部１１により受信された基地局コードＢＳＣと、位置
情報ファイル１２に記憶されている基地局コードＢＳＣとを比較して基地局コードＢＳＣ
が変わったか否かを判断する（ステップＳ２）。
【００２６】
ステップＳ２の判断において基地局コードＢＳＣが同じであると判断された場合には（ス
テップＳ２；ＮＯ）、処理をステップＳ１に移行する。
一方、ステップＳ２の判断において、基地局コードＢＳＣが変わったと判断された場合に
（ステップＳ２；ＹＥＳ）、データ処理部１７は、位置情報ファイル１２に記憶されてい
る基地局コードＢＳＣを、位置情報受信部１１により受信された基地局コードＢＳＣに書
き換える（ステップＳ３）。そして、処理をステップＳ１に移行する。
以上の処理により、位置情報ファイル１２には、常に携帯電話機１が属しているエリアの
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基地局コードＢＳＣが記憶されることになる。
【００２７】
［２．２］　ユーザ入力データの登録動作
図４を参照して、本実施形態に係る携帯電話機１においてユーザ入力データが登録される
際の動作例を説明する。
まず、データ処理部１７は、操作部２４でなされた各種操作に応じてマイク１３、ＣＣＤ
カメラ１４あるいはキー入力部１５からユーザ入力データが入力されたか否かを判断し（
ステップＳ１１）、ユーザ入力データの入力がない場合には（ステップＳ１１；ＮＯ）ス
テップＳ１１を繰り返す。
一方、ステップＳ１１の判断において、ユーザ入力データが入力されていると判断された
場合に（ステップＳ１１；ＹＥＳ）、データ処理部１７は、位置情報記録フラグ設定部１
９において設定されている位置情報記録フラグフラグがＯＮであるか否かを判断する（ス
テップＳ１２）。
【００２８】
ステップＳ１２の判断において、位置情報記録フラグがＯＦＦであると判断された場合に
（ステップＳ１２；ＮＯ）、データ処理部１７は、ユーザ入力データをデータ情報ファイ
ル１８に記憶させる（ステップＳ１３）。そして、処理をステップＳ１１に移行する。
一方、ステップＳ１２の判断において、位置情報記録フラグがＯＮであると判断された場
合に（ステップＳ１２；ＹＥＳ）、データ処理部１７は、ユーザ入力データに加え、位置
情報ファイル１２に記憶されている基地局コードＢＳＣおよび時計２３で計時されている
現在時刻情報Ｓｂを当該ユーザ入力データに関連付けてデータ情報ファイル１８に記憶さ
せる（ステップＳ１４）。そして、処理をステップＳ１１に移行する。
【００２９】
［２．３］　ユーザ入力データの具体的登録動作
図５を参照して、本実施形態に係る携帯電話機１においてユーザ入力データが位置情報に
対応して登録される際の具体的な動作例を説明する。
まず、本実施形態に係る携帯電話機１を所持したユーザが、一の基地局に属するエリアＡ
内に移動した場合について説明する。
この場合に、位置情報受信部１１は、移動通信網から、エリアＡにある基地局に対応した
基地局コードＢＳＣを位置情報として受信する。位置情報受信部１１は、受信した基地局
コードＢＳＣを位置情報ファイル１２に登録する。
【００３０】
次に、操作部２４において録音操作がなされると、この録音操作に対応した信号がデータ
処理部１７に供給される。データ処理部１７は、マイク１３から入力された音声データを
以下に記載するように記憶させる。
まず、データ処理部１７は、位置情報記録フラグ設定部１９において設定されている位置
情報記録フラグがＯＮであるか否かを判断する。この判断において、位置情報記録フラグ
がＯＦＦであると判断された場合に、データ処理部１７は、マイク１３から入力された音
声データをデータ情報ファイル１８に記憶させる。一方、位置情報記録フラグがＯＮであ
ると判断された場合に、データ処理部１７は、マイク１３から入力された音声データに加
え、位置情報ファイル１２に記憶されている基地局コードＢＳＣおよび時計２３で計時さ
れている年月日及び時刻に対応する現在時刻情報Ｓｂを音声データに関連付けてデータ情
報ファイル１８に記憶させる。
【００３１】
より具体的に説明すると、例えば、エリアＡ内において２００１年１月１日の１５：００
に、ユーザの音声が録音された場合には、当該録音された音声データに対応して、エリア
Ａにある基地局に対応した基地局コードＢＳＣ（位置情報）および２００１年１月１日の
１５：００を示すデータ（現在時刻情報）がデータ情報ファイル１８に登録される。これ
により、ユーザは、当該音声データがエリアＡ内において２００１年１月１日の１５：０
０に録音された音声データであることを認識することが可能となる。
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【００３２】
次に、携帯電話機１を所持したユーザが、上述したエリアＡからエリアＢ内に移動した場
合には、前述した図３に示す位置情報書き換え処理により、位置情報ファイル１２には、
エリアＢにある基地局の基地局コードＢＳＣが記憶される。
そして、操作部２４において撮影操作がなされると、この撮影操作に対応した信号がデー
タ処理部１７に供給される。データ処理部１７は、ＣＣＤカメラ１４から入力された画像
データをデータ情報ファイル１８に記憶させるが、このとき、位置情報記録フラグがＯＮ
ならば、データ処理部１７は、ＣＣＤカメラ１４から入力された画像データに加え、位置
情報ファイル１２に記憶されている基地局コードＢＳＣおよび時計２３で計時されている
年月日及び時刻に対応する現在時刻情報Ｓｂを画像データに関連付けてデータ情報ファイ
ル１８に記憶させる。
【００３３】
より具体的に説明すると、例えば、エリアＢ内において２００１年１月１日の１６：００
に、ユーザが風景を撮影した場合には、当該撮影された風景の画像データに対応して、エ
リアＢにある基地局に対応した基地局コードＢＳＣ（位置情報）および２００１年１月１
日の１６：００を示すデータ（現在時刻情報）がデータ情報ファイル１８に登録される。
これにより、ユーザは、当該画像データがエリアＢ内において２００１年１月１日の１６
：００に撮影された画像データであることを認識することが可能となる。
【００３４】
次に、携帯電話機１を所持したユーザが、上述したエリアＢからエリアＣ内に移動した場
合には、前述した図３に示す位置情報書き換え処理により、位置情報ファイル１２には、
エリアＣにある基地局の基地局コードＢＳＣが記憶される。
そして、操作部２４において文書登録操作がなされると、この文書登録操作に対応した信
号がデータ処理部１７に供給される。データ処理部１７は、キー入力部１５から入力され
た文書データを上述したエリアＡおよびＢの場合と同様にして記憶させる。
【００３５】
［２．４］　ユーザ入力データを利用する際の動作
次に、図５を参照して、本実施形態に係る携帯電話機１において登録されているユーザ入
力データが位置情報に対応して処理される際の具体的な動作例を説明する。
【００３６】
まず、本実施形態に係る携帯電話機１を所持したユーザが、一の基地局に属するエリアＡ
内に移動した場合について説明する。
この場合に、位置情報受信部１１は、移動通信網から、エリアＡにある基地局に対応した
基地局コードＢＳＣを位置情報として受信する。位置情報受信部１１は、受信した基地局
コードＢＳＣを位置情報ファイル１２に登録する。
【００３７】
次に、データ処理部１７は、位置情報エリア１８１に受信した基地局コードＢＳＣと同じ
基地局コードＢＳＣが格納されていてことを条件に、データ情報ファイル１８を検索する
。データ処理部１７は、検索により抽出されたデータ名エリア１８３に格納されているデ
ータ名に対応するデータを処理する。
具体的に説明すると、エリアＡ内に移動したときには、上述した［２．３］に記載した動
作例において登録された音声データが抽出され、データ処理部１７は、この音声データを
再生し、再生した音声データをスピーカー２３に出力する。
【００３８】
同様にして携帯電話機１を所持したユーザが、エリアＢ内に移動した場合には、上述した
［２．３］に記載した動作例において登録された画像データが抽出され、データ処理部１
７は、抽出した画像データを表示部１９に表示させる。
また、携帯電話機１を所持したユーザが、エリアＣ内に移動した場合には、上述した［２
．３］の動作例において登録された文書データが抽出され、データ処理部１７は、抽出し
た文書データを表示部１９に表示させる。
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【００３９】
ここで、同一の基地局コードＢＳＣに対応して複数のデータが登録されている場合には、
最新のデータのみを処理する。なお、抽出されたデータを順番に処理するようにしてもよ
い。
【００４０】
また、上述した［２．３］ユーザ入力データの具体的登録動作、［２．４］ユーザ入力デ
ータの具体的処理動作においては、データ処理フラグ設定部２０において設定されている
データ処理フラグがＯＮに設定されていることを前提に説明している。
そこで、データ処理フラグがＯＦＦに設定されている場合の動作例を以下に説明する。［
２．３］の動作例において、データ処理フラグがＯＦＦに設定されているときに登録され
たユーザ入力データは、［２．４］の動作例において説明したデータ処理部１７の検索で
は抽出の対象外となる。したがって、データ処理フラグがＯＦＦに設定されている際に登
録されたユーザ入力データは、例え、位置情報エリア１８１に受信した基地局コードＢＳ
Ｃと同じ基地局コードＢＳＣが格納されていても、抽出の対象からは除外されるため、ユ
ーザ入力データはデータ処理部１７により処理されないこととなる。
なお、データ処理フラグの内容は、ユーザ入力データを登録した後からでも書き換えが可
能である。
【００４１】
上述した実施形態に係る携帯電話機の各種機能を実現する方法は、この携帯電話機におい
て行われる各種機能を実行させるためのプログラムを予め携帯電話機に格納して実現する
場合に限られない。例えば、このプログラムを記録した記録媒体からプログラムを読み取
った後にインストールして実現する場合や、このプログラムを電気通信回線を通じて携帯
電話機にダウンロードした後にインストールして実現する場合であってもよい。
【００４２】
［３］　実施形態の効果
上述したように、本実施形態に係る携帯電話機においてユーザ入力データを登録すると、
登録時の基地局コードＢＳＣおよび現在時刻情報Ｓｂが当該データに対応付けられて登録
されるため、ユーザ入力データを日記のように取り扱うことが可能となる。
また、あるエリアに移動した際に、当該エリアで過去に登録されたユーザ入力データを表
示あるいは再生するため、当該エリアにおいて思い出す必要がある事柄などを表示あるい
は再生することができ、忘れ物防止機能として利用することが可能となる。
【００４３】
また、上述したように、タイマーからの告知信号Ｓａによって、位置情報ファイルに記憶
されている基地局コードＢＳＣと現在時刻情報Ｓｂとを自動的にデータ情報ファイルに記
憶させているため、タイマー設定された時刻における基地局コードＢＳＣをユーザが意識
せずに記録することができる。
【００４４】
［４］　実施形態の変形例
なお、上述した実施形態においては、携帯型情報端末として、携帯電話機１を用いている
が、携帯型情報端末は携帯電話機に限られない。例えば、基地局との間で無線通信を行う
機能を有する簡易型携帯電話機、および携帯電話機や簡易型携帯電話機に接続された情報
端末などを携帯型情報端末として利用してもよい。
【００４５】
また、上述した実施形態においては、ユーザ入力データを登録する際に、位置情報記録フ
ラグ設定部１９において設定されている位置情報記録フラグを確認し、当該位置情報記録
フラグにしたがってユーザ入力データに基地局コードを対応付けて記憶するか否かを決定
しているが、ユーザ入力データに基地局コードを対応付けて記憶する際の処理はこれに限
られない。例えば、ユーザ入力データを登録する場合には、常に当該データと基地局コー
ドとを対応付けて記憶するようにしてもよい。これにより、位置情報記録フラグ設定部１
９を備える必要がなくなるため、構成を簡略化することができる。
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【００４６】
また、上述した実施形態においては、データ情報ファイル１８のデータ処理フラグエリア
１８４に対して、データ処理フラグ設定部２０において設定されているデータ処理フラグ
を格納しているが、データ処理フラグを格納する際の処理はこれに限られない。例えば、
ユーザ入力データを登録するたびに、同じエリア内に再び訪れたときにそのデータに対応
する処理を行うか否かをユーザに選択させ、その選択に対応するデータ処理フラグを格納
するようにしてもよい。
【００４７】
さらにまた、ユーザ入力データを登録する際に、このデータに対応した処理を行わせたい
基地局コードをユーザに選択させ、ユーザが処理を行わせたい基地局コードを選択した場
合に、データ処理フラグを自動的にＯＮに変更するようにしてもよい。
【００４８】
また、ユーザ入力データを登録した後に、登録されたユーザ入力データとそのデータに対
応した処理を行わせたい基地局コードとをユーザに選択させ、ユーザがこれらを選択した
場合に、データ処理フラグを自動的にＯＮに変更するようにしてもよい。この場合には、
携帯電話機１は、データ情報ファイル１８に記憶された基地局コードの中からユーザが所
望する基地局コードを選択させる手段と、データ情報ファイル１８に記憶されたユーザ入
力データの中からユーザが所望するデータを選択させる手段を備えるようにする。そして
、データ情報ファイル１８には、ユーザにより選択された基地局コードとデータとを関連
づけて記憶するようにする。これにより、ユーザがある場所に初めて訪れるような場合で
あっても、その場所に対応する基地局コードと、その場所に関するメモデータなどを事前
に関連づけて記憶させることができるため、その場所に訪れた際にその場所に関連のある
メモデータを提示させることが可能になる。
【００４９】
また、上述した各実施形態においては、キー入力部１５に備えられたキーにより文字デー
タ等を入力しているが、文字データ等を入力する手段はこれに限られない。例えば、入力
する手段としてタブレットを備えるようにしてもよい。この場合には、タブレットの上で
移動させたペンの軌跡により文字データ等が入力されることとなる。このようにタブレッ
トを入力装置として利用すれば、文字データのみならずユーザが描いた絵やメモ書きなど
も自由に記憶することができるため、忘れ物防止機能としての役割をさらに高めることが
可能となる。
【００５０】
また、上述した実施形態においては、位置情報として、基地局に対応した基地局コードを
用いているが、位置情報は基地局コードに限られない。例えば、携帯電話機にＧＰＳ（Gl
obal Posiyioning System）受信部を備え、ＧＰＳ受信部において、ＧＰＳ衛生から受信
した電波に基づいて測定された情報を位置情報としてもよい。また、基地局コード以外の
情報であっても、携帯電話機の現在位置に対応させることができる情報であればよい。
【００５１】
また、上述した実施形態においては、位置情報として基地局コードを用いているが、基地
局コードに対応する具体的な場所を示す情報を基地局コードに付加して位置情報とするよ
うにしてもよい。例えば、自宅の無線ダイヤルアップルータの識別番号を登録し、携帯電
話機が、この無線ダイヤルアップルータの識別番号を認識した場合には、基地局コードに
対応させて“自宅”にいることを示す情報を付加するようにしてもよい。同様にして、会
社の無線ＬＡＮのベースステーションを認識した場合には、基地局コードに対応させて“
会社”にいることを示す情報を付加するようにしてもよい。これにより、基地局コードを
具体的な場所として捉えることが可能となる。
【００５２】
また、上述した実施形態においては、ユーザ入力データに対応させてデータ情報ファイル
１８に記憶させる基地局コードとして、予め位置情報ファイル１２に記憶されている基地
局コードを用いているが、基地局コードを記憶させる方法はこれに限られない。例えば、
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させる基地局コードとしてもよい。この場合には、記憶の対象となるユーザ入力データが
発生した場合に、次に移動通信網から送信される基地局コードが受信されるまで情報ファ
イルへの登録を待機し、基地局コードが受信された後に受信された基地局コードをユーザ
入力データに対応させてデータ情報ファイルに記憶させるようにする。これにより、位置
情報ファイルを備える必要がなくなるため、構成を簡略化することができる。さらに、メ
モリの節減を図ることもできる。
【００５３】
【発明の効果】
上述したように本発明によれば、ユーザが自発的に基地局コードを記録することが可能と
なり、かつ、ユーザが指定した基地局コードに対応する場所でユーザが指定した情報を表
示あるいは再生することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施形態に係る携帯電話機の概要構成を示す図である。
【図２】　図１に示すデータ情報ファイル１８のファイル構成を示す図である。
【図３】　同実施形態に係る携帯電話機において位置情報が取得される際の動作例を示す
フローチャートである。
【図４】　同実施形態に係る携帯電話機においてユーザ入力データが登録される際の動作
例を示すフローチャートである。
【図５】　同実施形態に係る携帯電話機と各エリアの関係を示す図である。
【符号の説明】
１…携帯電話機（携帯型情報端末）、
１０…アンテナ、
１１…位置情報受信部（受信部）、
１２…位置情報ファイル、
１３…マイク、
１４…ＣＣＤカメラ、
１５…キー入力部、
１６…タイマー、
１７…データ処理部（抽出部、情報認識部）、
１８…データ情報ファイル（記憶部）、
１９…位置情報記録フラグ設定部、
２０…データ処理フラグ設定部、
２１…液晶画面（情報認識部）、
２２…スピーカー（情報認識部）、
２３…時計、
２４…操作部。
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